
活動期間 2022年4月～2025年3月

助成金額 300万円一般社団法人あいあいネット・理事

ｵﾝﾗｲﾝ交流に参加したバリ島の子供達（ｽｸﾘｰﾝ上に日本の子供達）

事 業 活 動 報 告 書

所属機関・職名

山田理恵事業者(氏名)

インドネシア・バリ島 日本・徳之島／佐渡島

オンライン交流会8回実施

バリ島3校、徳之島4校、佐渡島1校から延

べ330名参加

インターネット回線

所

属

機

関

情

報

急速な都市化と近代化、そして都市への人口流出

とライフスタイルの変化という、大きな変動を経

験する社会において、それぞれの地域の文化や歴

史、そして自然を次の世代にどう伝え、受け継い

でもらうのか。日本でもインドネシアでも、地域

コミュニティは共通の課題に直面している。そう

した中、学校および地域での自主的な学習活動を

進めているNPOや学校をつなぎ、地域間の交流・

学びあいを今後も継続して展開していきたい。

　　今後の目標・展開

佐渡・新穂小6年生の教室でオンライン交流中、インドネシア側に質問する

一般社団法人あいあいネット

神奈川県横浜市中区日本大通33番地神奈川県住宅供給公社ビル1F関内

フューチャーセンター#213

https://i-i-net.org/

email: welcome@i-i-net.org

活

動

題

目

オンライン交流「バリ島と徳之島・佐渡島の子
どもたちのまなびあい～自然と共生する持続可
能な地域づくりに向けた環境学習～」

事業達成度

活

動

内

容

と

成

果

当初は安定したインターネット回線の確保およ

び機材の選定と使用方法に気を遣ったが、2年

目以降は問題なく実施できた。短時間のプログ

ラムで充実した交流ができるよう、事前のビデ

オレター作りや、分かりやすいプレゼン内容に

留意した。言葉の壁を乗り越えるため、通訳・

翻訳の準備を充分にするとともに、クイズや

歌・踊りのパフォーマンスも取り入れる等工夫

した。

成果指標

成果指標

インドネシア・日本双方の学校から、同様のオンラ
イン交流の継続希望が出ているが、準備と実施には
相応の手間と資金が必要であり、あいあいネットと
してどのような協力ができるか検討中。日本国内・
インドネシア国内同士でのオンライン交流の可能性
も模索している。

100%

活動地域

課

題

   苦労・工夫した点

主な活動内容 環境教育

バリ島西部、徳之島、佐渡島でそれぞれ環境学習を

行う小中学校の子どもたちが、自ら調べ、学んだこ

とをオンライン交流会で発表し、交流する活動。小

学校4～6年生および中学校1～3年生が参加して3年間

で交流会を8回実施。延べ330名が参加して、身近な

自然の観察や保護活動、地域の伝統文化や歴史等に

ついて授業で調べたことを発表しあい、質疑応答し

た。交流会を通じて他国・他地域の自然や文化に触

れるとともに、自然や文化を守り受け継いでいくこ

との大切さに気づくことができた。また徳之島や佐

渡島で環境教育や自然保護に取り組むNPOリーダーら

が西バリを訪問し、現地で活動する地元NGOの活動者

と経験交流と学びあいを行った。

計画に影響した内容


